
特集

　国東市と豊後高田市が協同で開催した国東半島芸術文化祭2025（10月11日～ 11月30日）には、
約１ヵ月半の開催期間中に累計約76,600人が訪れ、盛況のなか幕を閉じました。
　「分かちあう　認めあう　世界は晴れる。」というコンセプトを元に、両市に点在する現代アート作品
や地域の伝統文化をつなぎ、国東半島ならではの魅力を発信した本イベント。
　今回は市内各会場でおこなわれたプロジェクトの様子をダイジェストでお届けします。
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オープニングイベント（10月11日）
国東市、豊後高田市、杵築市、日出町、姫島村の伝統芸能が披露され、華々しい幕開けとなりました。

国東半島記憶博物館プロジェクト・私達写真プロジェクト（10月12日～ 11月30日）
「国東半島の歴史と記憶」をテーマに、旧国見ユースホステルにて国東半島記憶博物館が開館。会場では地域
の有志スタッフと写真家の秦雅則氏が制作したインスタレーションアートの展示も行われました。

PICFAアートプロジェクト（11月１日～30日）
障害福祉サービス事業所PICFAに所属するアーティストによる展覧会「ART JUNK JUNCTION」を開催。市
内事業者とのコラボ商品の販売や、市内事業者のバジルペーストを使用したピザの振る舞いも行われました。

国東ラバーダックプロジェクト（11月15日～ 30日）
フロレンティン・ホフマン氏の作品「ラバーダック」が世界農業遺産のため池・迫池に展示されました。

お寺美術館プロジェクト（11月15日～ 30日）
歴史ある寺院を美術館に見立て、国東半島で活躍されているアーティストの作品を展示。市内では両子寺・岩
戸寺・文殊仙寺・泉福寺・興導寺が会場となりました。

クロージングイベント（11月30日）
国東半島の食が堪能できる国東半島食文化祭、PICFAによるライブペイントパフォーマンス、国東神楽など伝統
芸能の披露が行われ、国東半島芸術文化祭は壮大なフィナーレを迎えました。
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